
行政サービスや内部事務を実施するための情報システムにおける情報の漏えい・改ざんや非常時のデータの保持等へ
の安全対策を実施することで、安全、安心な市民サービスの提供と情報資産の安全の確保を図る。

技術的な対策については、限られた予算、人員の中で、費用対効果が最適となるよう、より最新の技術動向に
即した取組みやデータのバックアップに引き続き取り組む。人的な対策については、定期的な職員研修や情報
セキュリティ監査を継続する。今後の

方向性

情報資産に対する脅威に対応する情報化
自律協働都市

施
策
の
大
綱

総務部総務課

事業： 情報化安全対策事業 1379

03

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

03第5章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

行政サービスや内部事務を実施するための情報システムにおける情報の漏えい・
改ざんや非常時のデータの保持等への安全対策を実施することは、安全、安心な
市民サービスの提供と情報資産の安全の確保に寄与している。A

新たに情報セキュリティ実施手順作成や情報セキュリティ自己チェック、情
報セキュリティ監査等を実施し、より一層のセキュリティポリシーの遵守に
努めた。

A
A

A

目

標

情報システムの安全な運用を図ることで、情報喪失、情報漏えい等の事故の発生を防ぐ。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

9,570

4,918

0.60

0.00

4,787

0

0

131

一人あたり

世帯あたり 202

88

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

5,186

5,128

0

0

58

9,027

0.50

0.00

191

82

-268

-341

0

0

73

543

0.10

0.00

11

6

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

A

A

A
A

A

人件費

公債費

内
訳

4,652

0

事業費（決算額） 4,918

3,841

0

5,186

811

0

-268 (千円)

 (千円)

 (千円)
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